
別記様式（第 14 条関係） 

 

附属機関等会議録 

令和７年３月 21日  

 

会 議 の 名 称 令和６年度  第２回  島田市認知症対策検討委員会  

開 催 日 時 

                19 時 00 分から 

  令和７年３月 12 日（水）    

                20 時 15 分まで 

開 催 場 所  島田市役所  ３階  大会議室西  

会 議 の 議 題   

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

 

公開 ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の  

傍 聴 人 の 数  
０人  

出 席 者 の 氏 名 等  

【委員】  

田口博之会長、小塙聡司副会長、高木勇人委員、  

清水雅之委員、進士寿子委員、守谷理恵委員、  

大石鑑子委員、鈴木三奈委員、小笠原直美委員、  

杉山葉子委員、杉本雄委員、鈴木陽子委員、  

戸田奈津子委員、渡辺誠委員  

【事務局】  

大久保勉包括ケア推進課長、  

米澤美晴地域支援係長、齋藤夢歩保健師  



会 議 の 結 果  

１  報告・検討事項  

「島田市の認知症施策」と「令和６年度  地域包

括支援センターの認知症施策に関する取り組み」に

関して、各担当から報告をした。また、「しまだ認

知症ケアガイドの活用方法」について意見交換をし

た。  

第１回認知症対策検討委員会にて、内容の検討を

行った「しまだ認知症ケアガイド」が完成した。完

成後の有効な活用方法について、意見交換をいただ

いた。  

配布場所について、医療・介護機関だけでなく、

商工業や金融機関など多くの目に触れる機会が必

要。  

また周知手段についても、パンフレットの配布の

みでは部数の問題もあるため、 QRコードやポスター

などの掲示等、様々な手段での周知を行うことも有

効な手段の一つだと意見があった。他機関と連携し

ながら、しまだ認知症ケアガイドの有効な活用につ

なげていく。  

提出された資料等 

【資料１】  

・島田市の認知症対策について  

【資料２】  

・令和６年度  地域包括支援センターの認知症施策  

に関する取り組み  

【資料３】  

・しまだ認知症ケアガイドの活用方法について  

【資料４】  

・しまだ認知症ケアガイド  

会議を所管する課

の名称 
島田市役所  包括ケア推進課  

その他必要な事項  

 


